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(57)【要約】
　画素駆動回路及びその修復方法、表示装置。画素駆動
回路は第１薄膜トランジスタ（Ｔ１）、第２薄膜トラン
ジスタ（Ｔ２）、第３薄膜トランジスタ（Ｔ３）、第４
薄膜トランジスタ（Ｔ４）、第５薄膜トランジスタ（Ｔ
５）、コンデンサ（Ｃ）、第１電界発光素子（Ｄ１）、
及び第２電界発光素子（Ｄ２）を含み、発光制御信号（
ＳＷＩＴＣＨ）によって第４薄膜トランジスタ（Ｔ４）
及び第５薄膜トランジスタ（Ｔ５）を交互にオンし、第
１電界発光素子（Ｄ１）及び第２電界発光素子（Ｄ２）
を交互に発光させるように制御し、それにより第１電界
発光素子（Ｄ１）及び第２電界発光素子（Ｄ２）の連続
動作時間を減少させ、第１電界発光素子（Ｄ１）及び第
２電界発光素子（Ｄ２）の耐用年数を延ばし、また、第
１電界発光素子（Ｄ１）及び第２電界発光素子（Ｄ２）
のうちの一方に故障が生じた場合、発光制御信号（ＳＷ
ＩＴＣＨ）の電位を調整することによって、故障が生じ
ていない他方の電界発光素子を連続的に動作させ、画素
の正常な発光を確保することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素駆動回路であって、第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第３薄膜トラ
ンジスタ、第４薄膜トランジスタ、第５薄膜トランジスタ、コンデンサ、第１電界発光素
子、及び第２電界発光素子を含み、
　前記第１薄膜トランジスタはゲートが第１ノードに電気的に接続され、ドレインが電源
正電圧にアクセスしており、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第２薄膜トランジスタはゲートが検出信号にアクセスしており、ドレインが第２ノ
ードに電気的に接続され、ソースが基準電圧にアクセスしており、
　前記第３薄膜トランジスタはゲートが走査信号にアクセスしており、ドレインがデータ
信号にアクセスしており、ソースが第１ノードに電気的に接続され、
　前記第４薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ドレインが第
２電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第５薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ソースが第１
電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ドレインが第２ノードに電気的に接続され、
　前記コンデンサは一端が第１ノードに電気的に接続され、他端が第２ノードに電気的に
接続され、
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子の陰極がともに電源負電圧にアクセスして
おり、
　前記第４薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうちの
一方であり、前記第５薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジス
タのうち第４薄膜トランジスタとは異なる他方である画素駆動回路。
【請求項２】
　前記発光制御信号は周期的なパルス信号である請求項１に記載の画素駆動回路。
【請求項３】
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子はＯＬＥＤ、又はＱＬＥＤである請求項１
に記載の画素駆動回路。
【請求項４】
　画素駆動回路の修復方法であって、
　第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第３薄膜トランジスタ、第４薄膜トラ
ンジスタ、第５薄膜トランジスタ、コンデンサ、第１電界発光素子、及び第２電界発光素
子を含む画素駆動回路を提供するステップ１であって、
　前記第１薄膜トランジスタはゲートが第１ノードに電気的に接続され、ドレインが電源
正電圧にアクセスしており、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第２薄膜トランジスタはゲートが検出信号にアクセスしており、ドレインが第２ノ
ードに電気的に接続され、ソースが基準電圧にアクセスしており、
　前記第３薄膜トランジスタはゲートが走査信号にアクセスしており、ドレインがデータ
信号にアクセスしており、ソースが第１ノードに電気的に接続され、
　前記第４薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ドレインが第
２電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第５薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ソースが第１
電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ドレインが第２ノードに電気的に接続され、
　前記コンデンサは一端が第１ノードに電気的に接続され、他端が第２ノードに電気的に
接続され、
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子の陰極がともに電源負電圧にアクセスして
おり、
　前記第４薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうちの
一方であり、前記第５薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジス
タのうち第４薄膜トランジスタとは異なる他方であるステップ１と、
　前記第１電界発光素子や第２電界発光素子に故障が存在するか否かを検出し、前記第１
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電界発光素子が故障した場合、前記画素駆動回路の動作時、発光制御信号は前記第５薄膜
トランジスタを常にオフし、第４薄膜トランジスタを常にオンするように制御するように
設定し、前記第２電界発光素子が故障した場合、前記画素駆動回路の動作時、発光制御信
号は前記第５薄膜トランジスタを常にオンし、第４薄膜トランジスタを常にオフするよう
に制御するように設定するステップ２と、を含む画素駆動回路の修復方法。
【請求項５】
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子はＯＬＥＤ、又はＱＬＥＤである請求項４
に記載の画素駆動回路の修復方法。
【請求項６】
　表示装置であって、アレイ状に配列される複数のサブ画素、平行に間隔をあけて並んだ
複数の水平走査線、平行に間隔をあけて並んだ複数の水平検出線、平行に間隔をあけて並
んだ複数の垂直データ線、平行に間隔をあけて並んだ複数の垂直発光制御線、データ駆動
モジュール、及び発光制御モジュールを含み、
　各行のサブ画素は、いずれも１本の走査線及び１本の検出線に対応して電気的に接続さ
れ、各列のサブ画素は、いずれも１本のデータ線及び１本の発光制御線に対応して電気的
に接続され、前記走査線、検出線、データ線、及び発光制御線はそれぞれサブ画素に走査
信号、検出信号、データ信号、及び発光制御信号を提供することに用いられ、
　前記データ駆動モジュールは、前記複数のデータ線に１対１で対応する複数のデータ信
号出力端子を含み、前記発光制御モジュールは、前記複数のデータ線に１対１で対応する
複数のスイッチ、前記複数の発光制御線に電気的に接続される１つの発光制御信号入力線
、及び１つの検出信号出力線を含み、前記スイッチは第１端子が該スイッチに対応するデ
ータ線に電気的に接続され、第２端子が該スイッチに対応するデータ線に対応するデータ
信号出力端子に電気的に接続され、第３端子が検出信号出力線に電気的に接続され、
　前記サブ画素は第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第３薄膜トランジスタ
、第４薄膜トランジスタ、第５薄膜トランジスタ、コンデンサ、第１電界発光素子、及び
第２電界発光素子を含み、
　前記第１薄膜トランジスタはゲートが第１ノードに電気的に接続され、ドレインが電源
正電圧にアクセスしており、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第２薄膜トランジスタはゲートが検出信号にアクセスしており、ドレインが第２ノ
ードに電気的に接続され、ソースが基準電圧にアクセスしており、
　前記第３薄膜トランジスタはゲートが走査信号にアクセスしており、ドレインがデータ
信号にアクセスしており、ソースが第１ノードに電気的に接続され、
　前記第４薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ドレインが第
２電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第５薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ソースが第１
電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ドレインが第２ノードに電気的に接続され、
　前記コンデンサは一端が第１ノードに電気的に接続され、他端が第２ノードに電気的に
接続され、
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子の陰極がともに電源負電圧にアクセスして
おり、
　前記第４薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうちの
一方であり、前記第５薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジス
タのうち第４薄膜トランジスタとは異なる他方である表示装置。
【請求項７】
　さらに走査駆動モジュール、検出駆動モジュール、検出変換モジュール、及びタイミン
グコントローラを含み、
　前記データ駆動モジュール、発光制御モジュール、走査駆動モジュール、検出駆動モジ
ュール、及び検出変換モジュールは、いずれも前記タイミングコントローラに電気的に接
続され、前記検出変換モジュールは、前記発光制御モジュールに電気的に接続される請求
項６に記載の表示装置。
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【請求項８】
　前記発光制御信号入力線に順に直列接続される複数のＤトリガーが設けられ、各々のＤ
トリガーが１本の発光制御線に対応して電気的に接続される請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記発光制御信号は周期的なパルス信号である請求項６に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子はＯＬＥＤ、又はＱＬＥＤである請求項６
に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示技術分野に関し、特に画素駆動回路及びその修復方法、表示装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　表示技術の発展に伴って、有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ、ＯＬＥＤ）又は量子ドット発光ダイオード（Ｑｕａｎｔｕ
ｍ　ｄｏｔｓ　Ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ、ＱＬＥＤ）などの電界発
光素子を光源として用いた自己発光型表示装置は、ますます消費者から人気を集めており
、それは、発光効率が高く、応答時間が短く、解像度及びコントラストが高く、視野角が
略１８０°で、使用温度範囲が広く、フレキシブル表示及び大面積フルカラー表示が実現
できるなど、多くの利点を有する。
【０００３】
　ＯＬＥＤ及びＱＬＥＤはともに電流駆動型電界発光素子であり、電流がＯＬＥＤ又はＱ
ＬＥＤを流れると、ＯＬＥＤ又はＱＬＥＤが発光し、且つ発光輝度がＯＬＥＤ及びＱＬＥ
Ｄ自体を流れる電流により決められる。既存の集積回路（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒ
ｃｕｉｔ、ＩＣ）のほとんどは電圧信号のみを伝送するため、ＯＬＥＤ又はＱＬＥＤ表示
装置の画素駆動回路はいずれも電圧信号を電流信号に変換することを完了する必要がある
。従来の画素駆動回路は通常２Ｔ１Ｃであり、すなわち、２つの薄膜トランジスタと１つ
のコンデンサを組み合わせた構造であり、電圧を電流に変換する。
【０００４】
　図１に示すように、電界発光素子を駆動するための従来の２Ｔ１Ｃ画素駆動回路は、１
つの第１薄膜トランジスタＴ１０、１つの第２薄膜トランジスタＴ２０、及び１つのコン
デンサＣ１０を含み、上記第１薄膜トランジスタＴ１０はスイッチング薄膜トランジスタ
であり、上記第２薄膜トランジスタＴ２０は駆動薄膜トランジスタであり、上記コンデン
サＣ１０はストレージコンデンサである。具体的には、上記第１薄膜トランジスタＴ１０
はゲートが走査信号Ｓｃａｎにアクセスしており、ソースがデータ信号Ｄａｔａにアクセ
スしており、ドレインが第２薄膜トランジスタＴ２０のゲート、及びコンデンサＣ１０の
一端に電気的に接続され、上記第２薄膜トランジスタＴ２０はドレインが電源正電圧ＶＤ
Ｄにアクセスしており、ソースが電界発光素子（ＯＬＥＤ又はＱＬＥＤ）Ｄの陽極に電気
的に接続され、電界発光素子Ｄの陰極が電源負電圧ＶＳＳにアクセスしており、コンデン
サＣ１０は一端が第１薄膜トランジスタＴ１０のドレイン及び第２薄膜トランジスタＴ２
０のゲートに電気的に接続され、他端が第２薄膜トランジスタＴ２０のソース及び電界発
光素子Ｄの陽極に電気的に接続される。
【０００５】
　上記画素駆動回路の表示装置を用いると、使用中、電界発光素子が常に発光状態にあり
、電界発光素子の経時劣化を加速させ、電界発光素子の耐用年数を短縮させ、そして電界
発光素子が破損した場合、効果的な修復方法がないため、電界発光素子の破損後に画素が
発光できず、それにより画質が低下し、暗点が生じてしまう。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、電界発光素子の連続動作時間を減少させ、電界発光素子の耐用年数を
延ばすことができる画素駆動回路を提供することである。
【０００７】
　本発明の目的はさらに、画素駆動回路中の電界発光素子の故障を簡単かつ素早く修復す
ることができる画素駆動回路の修復方法を提供することである。
【０００８】
　本発明の目的はまたさらに、電界発光素子の連続動作時間を減少させ、電界発光素子の
耐用年数を延ばすことができる表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を実現するために、本発明は画素駆動回路を提供し、第１薄膜トランジスタ、
第２薄膜トランジスタ、第３薄膜トランジスタ、第４薄膜トランジスタ、第５薄膜トラン
ジスタ、コンデンサ、第１電界発光素子、及び第２電界発光素子を含み、
　前記第１薄膜トランジスタはゲートが第１ノードに電気的に接続され、ドレインが電源
正電圧にアクセスしており、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第２薄膜トランジスタはゲートが検出信号にアクセスしており、ドレインが第２ノ
ードに電気的に接続され、ソースが基準電圧にアクセスしており、
　前記第３薄膜トランジスタはゲートが走査信号にアクセスしており、ドレインがデータ
信号にアクセスしており、ソースが第１ノードに電気的に接続され、
　前記第４薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ドレインが第
２電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ソースが第２ノードに電気的に接続され、
　前記第５薄膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ソースが第１
電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ドレインが第２ノードに電気的に接続され、
　前記コンデンサは一端が第１ノードに電気的に接続され、他端が第２ノードに電気的に
接続され、
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子の陰極がともに電源負電圧にアクセスして
おり、
　前記第４薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうちの
一方であり、前記第５薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジス
タのうち第４薄膜トランジスタとは異なる他方である。
【００１０】
　前記発光制御信号は周期的なパルス信号である。
【００１１】
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子はＯＬＥＤ、又はＱＬＥＤである。
【００１２】
　本発明はさらに画素駆動回路の修復方法を提供し、
　第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第３薄膜トランジスタ、第４薄膜トラ
ンジスタ、第５薄膜トランジスタ、コンデンサ、第１電界発光素子、及び第２電界発光素
子を含む画素駆動回路を提供するステップ１であって、前記第１薄膜トランジスタはゲー
トが第１ノードに電気的に接続され、ドレインが電源正電圧にアクセスしており、ソース
が第２ノードに電気的に接続され、前記第２薄膜トランジスタはゲートが検出信号にアク
セスしており、ドレインが第２ノードに電気的に接続され、ソースが基準電圧にアクセス
しており、前記第３薄膜トランジスタはゲートが走査信号にアクセスしており、ドレイン
がデータ信号にアクセスしており、ソースが第１ノードに電気的に接続され、前記第４薄
膜トランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ドレインが第２電界発光素
子の陽極に電気的に接続され、ソースが第２ノードに電気的に接続され、前記第５薄膜ト
ランジスタはゲートが発光制御信号にアクセスしており、ソースが第１電界発光素子の陽
極に電気的に接続され、ドレインが第２ノードに電気的に接続され、前記コンデンサは一
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端が第１ノードに電気的に接続され、他端が第２ノードに電気的に接続され、前記第１電
界発光素子及び第２電界発光素子の陰極がともに電源負電圧にアクセスしており、前記第
４薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうちの一方であ
り、前記第５薄膜トランジスタはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうち
第４薄膜トランジスタとは異なる他方であるステップ１と、
　前記第１電界発光素子や第２電界発光素子に故障が存在するか否かを検出し、前記第１
電界発光素子が故障した場合、前記画素駆動回路の動作時、発光制御信号は前記第５薄膜
トランジスタを常にオフし、第４薄膜トランジスタを常にオンするように制御するように
設定し、前記第２電界発光素子が故障した場合、前記画素駆動回路の動作時、発光制御信
号は前記第５薄膜トランジスタを常にオンし、第４薄膜トランジスタを常にオフするよう
に制御するように設定するステップ２と、を含む。
【００１３】
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子はＯＬＥＤ、又はＱＬＥＤである。
【００１４】
　本発明はさらに表示装置を提供し、アレイ状に配列される複数のサブ画素、平行に間隔
をあけて並んだ複数の水平走査線、平行に間隔をあけて並んだ複数の水平検出線、平行に
間隔をあけて並んだ複数の垂直データ線、平行に間隔をあけて並んだ複数の垂直発光制御
線、データ駆動モジュール、及び発光制御モジュールを含み、
　各行のサブ画素は、いずれも１本の走査線及び１本の検出線に対応して電気的に接続さ
れ、各列のサブ画素は、いずれも１本のデータ線及び１本の発光制御線に対応して電気的
に接続され、前記走査線、検出線、データ線、及び発光制御線はそれぞれサブ画素に走査
信号、検出信号、データ信号、及び発光制御信号を提供することに用いられ、
　前記データ駆動モジュールは、前記複数のデータ線に１対１で対応する複数のデータ信
号出力端子を含み、前記発光制御モジュールは、前記複数のデータ線に１対１で対応する
複数のスイッチ、前記複数の発光制御線に電気的に接続される１つの発光制御信号入力線
、及び１つの検出信号出力線を含み、前記スイッチは第１端子が該スイッチに対応するデ
ータ線に電気的に接続され、第２端子が該スイッチに対応するデータ線に対応するデータ
信号出力端子に電気的に接続され、第３端子が検出信号出力線に電気的に接続され、
　前記サブ画素は第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第３薄膜トランジスタ
、第４薄膜トランジスタ、第５薄膜トランジスタ、コンデンサ、第１電界発光素子、及び
第２電界発光素子を含み、前記第１薄膜トランジスタはゲートが第１ノードに電気的に接
続され、ドレインが電源正電圧にアクセスしており、ソースが第２ノードに電気的に接続
され、前記第２薄膜トランジスタはゲートが検出信号にアクセスしており、ドレインが第
２ノードに電気的に接続され、ソースが基準電圧にアクセスしており、前記第３薄膜トラ
ンジスタはゲートが走査信号にアクセスしており、ドレインがデータ信号にアクセスして
おり、ソースが第１ノードに電気的に接続され、前記第４薄膜トランジスタはゲートが発
光制御信号にアクセスしており、ドレインが第２電界発光素子の陽極に電気的に接続され
、ソースが第２ノードに電気的に接続され、前記第５薄膜トランジスタはゲートが発光制
御信号にアクセスしており、ソースが第１電界発光素子の陽極に電気的に接続され、ドレ
インが第２ノードに電気的に接続され、前記コンデンサは一端が第１ノードに電気的に接
続され、他端が第２ノードに電気的に接続され、前記第１電界発光素子及び第２電界発光
素子の陰極がともに電源負電圧にアクセスしており、前記第４薄膜トランジスタはＮ型薄
膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうちの一方であり、前記第５薄膜トランジス
タはＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうち第４薄膜トランジスタとは異
なる他方である。
【００１５】
　さらに走査駆動モジュール、検出駆動モジュール、検出変換モジュール、及びタイミン
グコントローラを含み、
　前記データ駆動モジュール、発光制御モジュール、走査駆動モジュール、検出駆動モジ
ュール、及び検出変換モジュールは、いずれも前記タイミングコントローラに電気的に接
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続され、前記検出変換モジュールは、前記発光制御モジュールに電気的に接続される。
【００１６】
　前記発光制御信号入力線に順に直列接続される複数のＤトリガーが設けられ、各々のＤ
トリガーが１本の発光制御線に対応して電気的に接続される。
【００１７】
　前記発光制御信号は周期的なパルス信号である。
【００１８】
　前記第１電界発光素子及び第２電界発光素子はＯＬＥＤ、又はＱＬＥＤである。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の有益な効果は、以下のとおりである。本発明は画素駆動回路及びその修復方法
、表示装置を提供する。上記画素駆動回路は第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジス
タ、第３薄膜トランジスタ、第４薄膜トランジスタ、第５薄膜トランジスタ、コンデンサ
、第１電界発光素子、及び第２電界発光素子を含み、発光制御信号によって第４及び第５
薄膜トランジスタを交互にオンし、第１電界発光素子及び第２電界発光素子を交互に発光
させるように制御でき、それにより第１電界発光素子及び第２電界発光素子の連続動作時
間を減少させ、第１電界発光素子及び第２電界発光素子の耐用年数を延ばし、また、第１
電界発光素子及び第２電界発光素子のうちの一方に故障が生じた場合、発光制御信号の電
位を調整することによって、故障が生じていない他方の電界発光素子を連続的に動作させ
、画素の正常な発光を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明の特徴及び技術内容を更に把握できるために、以下の本発明についての詳細説明
及び図面を参照できるが、図面は参考や説明用のものに過ぎず、本発明を限定するための
ものではない。
【００２１】
【図１】図１は、従来技術における画素駆動回路の回路図である。
【図２】図２は、本発明の画素駆動回路の回路図である。
【図３】図３は、本発明の表示装置の構造図である。
【図４】図４は、本発明の表示装置における発光制御モジュールの回路図である。
【図５】図５は、本発明の画素駆動回路の修復方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明が採用する技術的手段及びその効果を更に説明するために、以下、本発明の好適
実施例及びその図面を参照して詳細に説明する。
【００２３】
　図２を参照すると、本発明は、第１薄膜トランジスタＴ１、第２薄膜トランジスタＴ２
、第３薄膜トランジスタＴ３、第４薄膜トランジスタＴ４、第５薄膜トランジスタＴ５、
コンデンサＣ、第１電界発光素子Ｄ１、及び第２電界発光素子Ｄ２を含む画素駆動回路で
あって、上記第１薄膜トランジスタＴ１はゲートが第１ノードＧに電気的に接続され、ド
レインが電源正電圧ＯＶＤＤにアクセスしており、ソースが第２ノードＳに電気的に接続
され、上記第２薄膜トランジスタＴ２はゲートが検出信号ＳＥＮＳＥにアクセスしており
、ドレインが第２ノードＳに電気的に接続され、ソースが基準電圧Ｖｒｅｆにアクセスし
ており、上記第３薄膜トランジスタＴ３はゲートが走査信号ＳＣＡＮにアクセスしており
、ドレインがデータ信号ＤＡＴＡにアクセスしており、ソースが第１ノードＧに電気的に
接続され、上記第４薄膜トランジスタＴ４はゲートが発光制御信号ＳＷＩＴＣＨにアクセ
スしており、ドレインが第２電界発光素子Ｄ２の陽極に電気的に接続され、ソースが第２
ノードＳに電気的に接続され、上記第５薄膜トランジスタＴ５はゲートが発光制御信号Ｓ
ＷＩＴＣＨにアクセスしており、ソースが第１電界発光素子Ｄ１の陽極に電気的に接続さ
れ、ドレインが第２ノードＳに電気的に接続され、上記コンデンサＣは一端が第１ノード
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Ｇに電気的に接続され、他端が第２ノードＳに電気的に接続され、上記第１電界発光素子
Ｄ１及び第２電界発光素子Ｄ２の陰極がともに電源負電圧ＯＶＳＳにアクセスしており、
上記第４薄膜トランジスタＴ４はＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トランジスタのうち
の一方であり、上記第５薄膜トランジスタＴ５はＮ型薄膜トランジスタ及びＰ型薄膜トラ
ンジスタのうち第４薄膜トランジスタＴ４とは異なる他方である、画素駆動回路を提供す
る。
【００２４】
　具体的には、上記発光制御信号ＳＷＩＴＣＨは周期的なパルス信号であり、上記発光制
御信号ＳＷＩＴＣＨの高低電位の切り替えによって、第４薄膜トランジスタＴ４及び第５
薄膜トランジスタＴ５を交互にオンし、第１電界発光素子Ｄ１及び第２電界発光素子Ｄ２
を交互に発光させ、それにより単一の電界発光素子の連続発光時間を減少させ、電界発光
素子の耐用年数を延ばすことができる。好適には、上記発光制御信号ＳＷＩＴＣＨは外部
タイミングコントローラによって提供され得る。
【００２５】
　好適には、上記第１電界発光素子Ｄ１及び第２電界発光素子Ｄ２はＯＬＥＤ、又はＱＬ
ＥＤである。
【００２６】
　図５を参照すると、上記画素駆動回路に基づき、本発明はさらに下記のステップを含む
上記画素駆動回路の修復方法を提供する。
【００２７】
　ステップ１、図２を参照すると、画素駆動回路を提供し、詳細は、上記のとおりであり
、ここで重複説明を省略する。
【００２８】
　ステップ２、上記第１電界発光素子Ｄ１や第２電界発光素子Ｄ２に故障が存在するか否
かを検出し、上記第１電界発光素子Ｄ１が故障した場合、上記画素駆動回路の動作時、発
光制御信号ＳＷＩＴＣＨは上記第５薄膜トランジスタＴ５を常にオフし、第４薄膜トラン
ジスタＴ４を常にオンするように制御するように設定し、上記第２電界発光素子Ｄ２が故
障した場合、上記画素駆動回路の動作時、発光制御信号ＳＷＩＴＣＨは上記第５薄膜トラ
ンジスタＴ５を常にオンし、第４薄膜トランジスタＴ４を常にオフするように制御するよ
うに設定する。
【００２９】
　具体的には、上記ステップ２では、先ず、第２及び第３薄膜トランジスタＴ２、Ｔ３を
オンすることで、第１薄膜トランジスタＴ１のゲート及びソースにそれぞれデータ信号Ｄ
ＡＴＡ及び基準電圧Ｖｒｅｆを書き込み、次に、発光制御信号ＳＷＩＴＣＨが第４薄膜ト
ランジスタＴ４をオンするように制御し、上記第２電界発光素子Ｄ２の検知データを取得
し、続いて、発光制御信号ＳＷＩＴＣＨが第５薄膜トランジスタＴ５をオンするように制
御し、上記第１電界発光素子Ｄ１の検知データを取得し、第１電界発光素子Ｄ１の検知デ
ータ及び第２電界発光素子Ｄ２の検知データに異常が存在するか否かを分析し、そして検
知データに異常が発生した電界発光素子が故障したと判定する。
【００３０】
　好適には、上記第１電界発光素子Ｄ１及び第２電界発光素子Ｄ２はＯＬＥＤ、又はＱＬ
ＥＤである。
【００３１】
　図３及び図４を参照すると、上記画素駆動回路に基づき、本発明はさらに上記画素駆動
回路を用いた表示装置を提供し、アレイ状に配列される複数のサブ画素Ｐを含み、上記複
数のサブ画素Ｐは上記画素駆動回路を含み、表示装置は、平行に間隔をあけて並んだ複数
の水平走査線１０、例えばＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ３、ＧＬｎ等、平行に間隔をあけて並ん
だ複数の水平検出線２０、例えばＳＣ１、ＳＣ２、ＳＣ３、ＳＣｎ等、平行に間隔をあけ
て並んだ複数の垂直データ線３０、例えばＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３、ＤＬ４、ＤＬ５、Ｄ
Ｌｍ等、平行に間隔をあけて並んだ複数の垂直発光制御線４０、例えばＳＷ１、ＳＷ２、
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ＳＷ３、ＳＷ４、ＳＷ５、ＳＷｍ等、走査駆動モジュール５０、検出駆動モジュール７０
、検出変換モジュール９０、タイミングコントローラ１００、データ駆動モジュール６０
、及び発光制御モジュール８０を含む。
【００３２】
　具体的には、各行のサブ画素Ｐは、いずれも１本の走査線１０及び１本の検出線２０に
対応して電気的に接続され、各列のサブ画素Ｐは、いずれも１本のデータ線３０及び１本
の発光制御線４０に対応して電気的に接続され、上記走査線１０、検出線２０、データ線
３０、及び発光制御線４０はそれぞれサブ画素Ｐに走査信号ＳＣＡＮ、検出信号ＳＥＮＳ
Ｅ、データ信号ＤＡＴＡ、及び発光制御信号ＳＷＩＴＣＨを提供することに用いられる。
【００３３】
　更に、上記データ駆動モジュール６０は、上記複数のデータ線３０に１対１で対応する
複数のデータ信号出力端子１１０、例えばＤｏ１、Ｄｏ２、Ｄｏ３、Ｄｏ４、Ｄｏ５、Ｄ
ｏｍ等を含み、図４を参照すると、上記発光制御モジュール８０は、上記複数のデータ線
３０に１対１で対応する複数のスイッチＫ、上記複数の発光制御線４０に電気的に接続さ
れる１つの発光制御信号入力線ＳＷ、及び１つの検出信号出力線ＳＬを含む。
【００３４】
　そのうち、上記スイッチＫは単極双投スイッチであり、第１端子、第２端子、及び第３
端子を含み、上記第１端子が該スイッチＫに対応するデータ線３０に電気的に接続され、
第２端子が該スイッチＫに対応するデータ線３０に対応するデータ信号出力端子１１０に
電気的に接続され、第３端子が検出信号出力線ＳＬに電気的に接続される。
【００３５】
　更に、上記発光制御信号入力線ＳＷに順に直列接続される複数のＤトリガーＤＦＦが設
けられ、各々のＤトリガーＤＦＦが１本の発光制御線４０に対応して電気的に接続される
。
【００３６】
　具体的には、上記データ駆動モジュール６０、発光制御モジュール８０、走査駆動モジ
ュール５０、検出駆動モジュール７０、及び検出変換モジュール９０は、いずれも上記タ
イミングコントローラ１００に電気的に接続され、上記検出変換モジュール９０は、上記
発光制御モジュール８０に電気的に接続される。
【００３７】
　そのうち、上記タイミングコントローラ１００は表示装置全体のタイミング制御及びデ
ータ処理を行い、データ駆動モジュール６０、発光制御モジュール８０、走査駆動モジュ
ール５０、検出駆動モジュール７０の操作を制御することに用いられ、具体的には、検知
段階では、検出変換モジュール９０からの検知データを受信し、そしてそれを計算した後
に補償データを得て、補償データを記憶し、表示段階では、正常画像データを受信し、そ
してメモリから対応する補償データを読み出し補償計算をした後に、補償後の画像データ
を得て、データ再構築をしてデータ信号ＤＡＴＡを生成し、データ駆動モジュール６０に
送信し、更に、タイミングコントローラ１００はさらに上記検出駆動モジュール７０に検
出信号の駆動信号ＳＣＣＳを提供し、上記走査駆動モジュール５０に走査信号ＳＣＡＮの
駆動信号ＧＣＳを提供し、上記発光制御モジュール８０の発光制御信号出力線ＳＷに発光
制御信号ＳＷＩＴＣＨの駆動信号を提供することに用いられる。
【００３８】
　具体的には、上記発光制御モジュール８０は、検知段階では、発光制御信号ＳＷＩＴＣ
Ｈの駆動信号に基づきデータ線３０を検出信号出力線ＳＬに連通するように制御し、表示
段階では、発光制御信号ＳＷＩＴＣＨの駆動信号に基づき発光制御信号ＳＷＩＴＣＨを各
発光制御線４０に送信すると同時に、各データ線３０を該データ線３０に対応するデータ
信号出力端子１１０に対応して接続し、すなわち、検知段階では、各スイッチＫの第１端
子が第３端子に電気的に接続され、表示段階では、各スイッチＫの第１端子が第２端子に
電気的に接続される。
【００３９】
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　好ましくは、上記走査駆動モジュール５０及び検出駆動モジュール７０は独立した２つ
の駆動回路であってもよく、同一駆動回路に集積されてもよく、上記データ駆動モジュー
ル６０及び発光制御モジュール８０は独立した２つの駆動回路であってもよく、同一駆動
回路に集積されてもよく、上記発光制御モジュール８０はさらにタイミングコントローラ
１００に集積されてもよい。
【００４０】
　具体的には、上記発光制御信号ＳＷＩＴＣＨは周期的なパルス信号であり、上記発光制
御信号ＳＷＩＴＣＨの高低電位の切り替えによって、第４薄膜トランジスタＴ４及び第５
薄膜トランジスタＴ５を交互にオンし、第１電界発光素子Ｄ１及び第２電界発光素子Ｄ２
を交互に発光させ、それにより単一の電界発光素子の連続発光時間を減少させ、電界発光
素子の耐用年数を延ばすことができる。好適には、上記第１電界発光素子Ｄ１及び第２電
界発光素子Ｄ２はＯＬＥＤ、又はＱＬＥＤである。
【００４１】
　上記のとおり、本発明は画素駆動回路及びその修復方法、表示装置を提供する。上記画
素駆動回路は第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第３薄膜トランジスタ、第
４薄膜トランジスタ、第５薄膜トランジスタ、コンデンサ、第１電界発光素子、及び第２
電界発光素子を含み、発光制御信号によって第４及び第５薄膜トランジスタを交互にオン
し、第１電界発光素子及び第２電界発光素子を交互に発光させるように制御でき、それに
より第１電界発光素子及び第２電界発光素子の連続動作時間を減少させ、第１電界発光素
子及び第２電界発光素子の耐用年数を延ばし、また、第１電界発光素子及び第２電界発光
素子のうちの一方に故障が生じた場合、発光制御信号の電位を調整することによって、故
障が生じていない他方の電界発光素子を連続的に動作させ、画素の正常な発光を確保する
ことができる。
【００４２】
　以上で説明したものについては、当業者であれば、本発明の技術案及び技術発想に基づ
きほかの各種の対応する変更や変形を行うことができ、これらの変更や変形はすべて本発
明の特許請求の範囲の保護範囲に属するべきである。
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生故障的另一个电致发光元件,并确保像素的正常发光。
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